
〠
731 -4292

広島県安芸郡熊野町中溝一丁目
1番

1号
　☎
（０８２）８２０

‒５６０２（
直
通
）

平成30年９月号 　－20－

―
Public Inform

ation
:Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｏ
―

　
　
　
　
,18

/
９
月
号

発
行
／
熊
野
町
　
編
集
／
総
務
部
地
域
振
興
課
（
９
月
１
日
発
行
）

今
月
の
題
字

町の人口と世帯数
平成30年７月31日
（前年同月比較）
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広
報
く
ま
の
は
１
部
23円

で
印
刷
し
て
い
ま
す
。

　
http://www.town.kumano.hiroshima.jp

Email:kanko@
town.kumano.hiroshima.jp

HP

　人口：24,253人 （－93）
　　男：11,741人 （－64）
　　女：12,512人 （－29）
世帯数：10,596世帯 （＋９）

｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた環境に
やさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

熊
野
中
学
校
　
２
年

林
　
　
希
風
さ
ん

防
災
無
線
放
送
再
生
ダ
イ
ヤ
ル

（
放
送
終
了
後
2
4
時
間
で
自
動
消
去
）

08
2－
82
0－
56
40

切
り
取
っ
て
、
電
話
機
な
ど
に
貼
っ
て
お
使
い
下
さ
い
。

【
評
】
鉛
筆
を
使
っ
た
素
描

（
デ
ッ
サ
ン
）
で
す
。
ま
つ

ぼ
っ
く
り
を
よ
く
観
察
し
、

形
を
正
確
に
と
ら
え
、
立

体
感
を
出
す
た
め
に
鉛
筆

や
練
り
消
し
ゴ
ム
で
明
暗

を
調
整
し
な
が
ら
表
現
し

て
い
ま
す
。
ま
つ
ぼ
っ
く

り
の
ご
つ
ご
つ
と
し
た
雰

囲
気
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く

る
作
品
で
す
。

▲

　
熊
野
中
学
校
　
３
年
　
藤
井
　
萌
　
さ
ん

▲

　
熊
野
中
学
校
　
３
年
　
角
保
　
来
美
　
さ
ん

【
評
】
始
筆
・
終
筆
を
軽
く
し
、

つ
な
が
り
を
意
識
し
て
行
書

ら
し
い
や
わ
ら
か
い
線
質
で

書
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
す
っ
き
り
と
し
た

爽
や
か
な
作
品
に
仕
上
が
っ

て
い
ま
す
。

　
尻
深
樫
の
名
は
、
ド
ン
グ
リ

（
堅け
ん
か果
）
の
尻
が
深
く
窪
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
付
い
て
い
ま
す
。

渋
み
が
な
く
、
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
９
月
頃
に
花
が
咲
き
ま
す
。

日
本
に
ブ
ナ
科
の
樹
木
が
20
種

以
上
あ
り
ま
す
が
、
秋
に
咲
く

の
は
シ
リ
ブ
カ
ガ
シ
だ
け
で
す
。

　
枝
先
に
多
数
の
白
く
て
長
い

穂
状
花
序
を
つ
け
る
の
で
、
花

期
に
は
良
く
目
立
ち
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
雄
花
序
は
雄
花
が
密

生
し
て
太
く
、
雌
花
序
は
花
が

ま
ば
ら
で
細
く
少
し
つ
き
ま
す
。

　
昆
虫
が
花
粉
を
媒
介
す
る
虫

媒
花
で
、
昆
虫
を
呼
び
寄
せ
る

た
め
強
い
匂
い
を
出
し
ま
す
。

　
堅
果
は
翌
年
の
秋
に
成
熟
し
、

花
と
一
緒
に
見
ら
れ
ま
す
。
樽

（348）

シリブカガシ
（ブナ科）

【
三
景
園
　
観
月
会
】

　
広
島
県
の
山
渓
谷
、
瀬
戸

内
海
の
風
景
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
日
本
庭
園
で
月
を
愛
で
る
。

園
内
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、
回

廊
で
尺
八
と
琴
の
観
月
演
奏

会
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

９
月
22
日
㈯
（
午
後
６
時

15
分
〜
８
時
）
雨
天
中
止

三
景
園

大
人
500
円
、小・中
学
生
200

円
、お
月
見
喫
茶
セ
ッ
ト
800
円

（
参
加
費
込
み
、飲
み
物
付

き
）※
100
人
限
定

三
景
園

０
８
４
８
‐
86
‐

９
２
０
０

（
地
域
振
興
課
）

型
で
紫
褐
色
、
白
い

蠟
物
質
が
覆
っ
て
い

ま
す
。
蠟
は
こ
す
る

と
溶
け
、
艶
が
出
ま
す
。

椀
型
の
殻か
く
と斗
は
鱗
状

で
す
。
堅
果
は
軸
に

並
ん
で
つ
き
ま
す
。

小
さ
い
の
は
育
た
な

か
っ
た
堅
果
で
す
。

　
葉
は
厚
く
互
生
し
、

長
さ
８
〜
14
㎝
、
側
脈
は
６
〜

８
対
。
大
き
さ
の
割
に
少
な
い

側
脈
で
す
。
縁
は
滑
ら
か
で
、

先
は
短
く
伸
び
、
少
数
の
鈍
い

鋸
歯
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

葉
の
裏
面
は
銀
灰
色
で
す
。

　
暖
地
に
生
育
す
る
常
緑
広
葉

樹
の
高
木
で
す
。
樹
皮
は
灰
黒

色
で
、
割
れ
目
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
分
布
は
近
畿
以
西
で
す
が
、

日
本
海
側
に
は
な
く
、
県
内
で

も
沿
岸
部
を
中
心
に
南
部
に
限

ら
れ
ま
す
。
町
内
で
は
雲き
ら
ら母
川
、

土
岐
城
山
、
榊
山
神
社
な
ど
で

見
ら
れ
ま
す
。
広
島
駅
の
北
、

二
葉
山
の
群
生
林
は
日
本
一
の

広
さ
で
大
変
貴
重
な
存
在
で
す
。

【
写
真
・
文
】

　
緑
花
文
化
士
　
冨
沢
由
美
子


